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　Ａさんは、妻、両親と共に、父親所有の土地建物で
同居していましたが、先日、父親が突然亡くなってし
まいました。父親の遺産は、土地建物とわずかな預金
だけでした。生前、父親は、土地建物は同居して面倒
をみてくれているＡさんに譲る、といってくれてお
り、Ａさんも、土地建物を自身の名義にして、今後も
住み続けたいと思っています。
　相続人は、母親と弟・妹です。弟・妹は、２人と
も、既に自宅を持っており、兄妹仲はよいです。母親
との同居を前提に、Ａさんが家をほしいといえば、母
親を含めた３人は同意してくれるはずです。
　そこで、Ａさんは、土地建物をＡさんが単独で取得
し、預金は母、妹、弟の３人で分割するとの内容で遺
産分割することを考えていました。しかし、最近にな
って、母親の物忘れが多いことが気になり、念のため
病院に連れていったところ、認知症の疑いがあるとい
われてしまいました。
　Ａさんは、このまま遺産分割協議を進めてしまって
よいのでしょうか。
◆──解説
　遺産分割は、財産移転の効果を生じさせる法律行為
であるため、遺産分割をするには、自分の行為の結果
を判断できる能力、いわゆる「意思能力」が必要とな
ります。そして、１人でも「意思能力」を欠く相続人
がいた場合、遺産分割全体が無効となってしまいま
す。
　ですので、意思能力を欠く相続人がいた場合は、そ
のままでは、有効な遺産分割をすることはできませ
ん。ではどうすればよいのかというと、家庭裁判所
に、意思能力を欠く相続人に対する後見開始の審判を
申立て、成年後見人を選任してもらう方法が考えられ
ます。成年後見人の選任には、３～４ヶ月程度の期間
を要し、医師による精神鑑定が行われる場合もありま
す。そして、選任された成年後見人が本人に代理し
て、遺産分割をすることになります。

　今回のＡさんの場合も、成年後見人を選任する必要
があるのでしょうか。
　Ａさんの母親は認知症の疑いがあるということです
が、認知症の程度によって、症状にも差があり、認知
症だからといって、意思能力がただちに否定されるわ
けではありません。Ａさんの母親が、遺産分割の内容
を理解し、判断できる意思能力を持っているのであれ
ば、成年後見人を選任する必要はないといえます。
　もっとも、意思能力の有無を素人が勝手に判断する
ことは非常に危険です。Ａさんが、母親に意思能力が
あると判断し、一度は、全員が合意して遺産分割を行
ったとしても、後々、心変わりした弟・妹から、母親
の意思能力はなかったから、あの時の遺産分割は無効
だ、土地建物の単独取得は認めないと主張される可能
性があります。
　このような紛争を避けるために、少なくとも、遺産
分割時の意思能力の存在を証明できるような、医師の
診断書を取得しておくこと、意思能力の存在自体に疑
問があるのであれば、遺産分割を強行せず、後見開始
の審判の申立てをすることをお勧めします。
　兄妹仲はよいから、大丈夫と安心していても、人の
気持ちは些細なことをきっかけに簡単に変わってしま
うものです。成年後見人の選任には、先のように手間
と時間がかかりますので、できれば避けたいと思うの
は当然かと思いますが、手間を惜しんだせいで、将来
的に、家族間で骨肉の争いになってしまうこともあり
ます。そうした事態を避けるためには、面倒でも、法
律に基づき、適切な手続をとることが必要です。
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